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　　　Oxigraphi　c　s七udies　were　made　on　the　oxygen　consumption　of　hulnan　stomach　cancer　cells　using　whole
blood　as　suspension　fluid　in　eontrast　to　the　aceepted　manometric　methods　using　Ringer　and　serum．
　　The　findings　are　as　follows　：
　　　　1）　The　oxygen　eomsumption　of　healthy　normal　stomaeh　mucous　membrane，　of　chronie　gastritis，　and
stomach　can　eer　tissue　were　rneasured．　The　order　of　oxygen　consumption　of　these　tissues　in　Ringer　and
Tyrode　is　as　fQllows：
　　　Normal　Stomaeh　〉　Chronie　Gastritis　〉．Stomaeh　Cancer
　　　2）As　a　result　of　experimental　studies　on　human　placenta，　it　was　revealed　that　fresh　blood，　immedia七ely
after　collecting，　st．eps　up　oxygen　consumption．　Hence，　various　stQmach　rnucous　mernbrance　werh　suspended
in　f　resh　blood　and　their　oxygen　consumpti　on　was　measured．　Generally，　while　the　oxygen　eonsu’mption　is
stepped　up，　i七was　not．ed　that　this　was　mos七remarkable　in　caneerous　tissue　of．　the　stomach．
　　　3）　Although　the　eausation　of　the　above　phenomenon　is　unknown，　it　is　eonjectured　that　the　oxygen
consumption　of　cancerous　cells　suspended　in　fresh　blood　is　supplemen七ed　by　the　enzymic　system　of　the
same，　where　as　it　is　the　belies　that　．a　deerease　of　aetivity　pf　various　oxydative．　enzymic　sy．　stems　in　ean“
cerous　eells　is　present．
　　　4）Thus，七he　author　using　oxigrapic　methods　has　shown　that　the　oxygen　congumption　of　stomach
eancer’　tissue　when　suspended　in　fresh　blood　is　inereased　markedly．
　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　言
　最近，癌細胞の生物学的特殊性ことに薩素学的な特殊性
の問題が研究の対象に．なってきているが，細胞のエルギー
代謝に関しては根本的にはGlycolysisとPhosphorylation
および呼吸の三つがある。
　　このうち腫瘍細胞の酸素消費，即ち．，組織呼吸について
は，すでにWarburgD’13）をはじめ多くの研究者が検圧
法を用いての多くの報告をなしていて，これらの報i1†によ
れば，正常細胞は呼吸作用が大きく，解糖作用はないか，
あるいは，あっ．ても微弱であり，これに反して腫瘍細胞で
は呼吸に比して解糠作用のほうが旺盛である。即ち，呼吸
係数（～Ogは，腫瘍細胞に．比して正常細胞のほうが大きいと
いうことが一・致した結果となっている。
　　しかるに，Warburgをはじめ多くの研究者等のおこな
った検圧法による測定では，媒介浮遊液として全面Lを用い
ることが不可能なため，いずれもRinger液または血浩を
用いたもののみであり，わたくしが文献を渉猟したかぎり
においては，浮遊液として全血を用いた報告例は絶無であ
る．。
　　さいぎん望月t｛ki－D－1のは微小白金電極によるOxigraph
を製作してin　vivoおよびin　vitroにおける酸素濃度の測
定に画期的な一線を劃した。そこで私は，望月氏のOxi－
graphを用いて，全血を媒介．浮荏腋としたときの腫瘍細胞
および正常細胞の酸素消費の状態を知るべく実験をおこな
ったところ，従来の報1．腎成績とは．異なった新知見をえた．の
で発表する。
実験方法および実験材料
L　Oxigraphについて
Qxigraphについては，望月」天が，．はじ：めてこれを製作
していらい，すでに，いくつかの実験がOxigraphを用い
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てなされており17）一編，そのたびに紹介されているが，こ
の実験においても，Oxigraphが重要な役割りをするので，
重複を知って，つぎにその大要を述べることにする。
　本法の原理は，白金電極に電圧を加えると白金電極面上
の02は，還元されてH20雪また，さらにHメ）になる。し
たがってOL］の還元によって白金面を通して流れる電流は，
電圧を上昇させると増加するはずであるが，0．5～0．8Vの
電圧範囲では，母液から拡散によって補給される02の量
には，ある限界があるわけで，ここに拡散限界電流を示す。
そしてこの拡散限界電流は窃濃度と比例するので，本法
の原理は，このことを利弔してOzの定量をおこなうこと
にある。
　Oxigraphの構造，電解槽および電極については，前掲，
非上の論文の記述と重複するので省略するが，要約してい
えば，媒介液でみたされた電解槽の中に．組織をいれ，この
なかに白金電極と，対極として用いる不分極電極（銀・塩化
銀電極〉とを装置して，この二つの電極をOxigeashに接
続し，規定の電流を通ずると，組織によって消費される媒
介液巾の酸素の減♪の有様が酸素濃度に相当する電流値と
して，つぎつぎに記録されるのである。
　つぎに実験の1例を掲げれば，写真1の如くである。
臨
写真1　新鮮血液中｝こおける胃疵組織
　　　　の酸素消費　（α＝0．43）
　写真1に示されている電流値が，媒介液中に溶存：してい
る02濃度に比例するものであるが，（刃濃度を，この電琉
値から，ただちに求めることは不可能であり，各電極ごと
に測定してえられる電流値と，他の化学分析等によって求
めたO。・　ue度とを比較補正しておかなければ，電流値から
02濃度を決定することはできない。
　しかし，写真に示されているように，おのおのの電流値
をつらねた線は．ひとつの曲線としてあらわされるので，
この曲線の係数を求めて，おのおのの実験結果について，
この係数を比較することにより，おのおのの組織の02消
費の態度を比較することがでぎるのである。
2．実験操作
　まず，十分に脱水した実験材料としでの組織の0．59を
秤量し，これを電解槽にいれる。
　つぎに，媒介液として用いるRinger濠，　Tyrode液，ま
たは血液をフラスコのなかにいれ02ボンベに接続して，フ
ラスコを振漫しつつ0当を送回し，十分に◎を混和する。
　こ、のようにして十分va　OL・を混和した媒介液を，秤量し
た組織片のはいっている電鮒啓にいれ，さらに白金電極を
順次に装麗し，これらの血管の接合部はすべて封螺する。
　電解槽全体を恒温槽内に固定器によづ4’C固定し，白金電
極，塩化銀電極を，それぞれOxigrapに接続して，やや02
が消費されて，3×10－7Amp程度の電流値を示すところが
ら測定を開始する。
3．実験材料および実験の1順序
　まず，組織自身の新鮮度が02消費におよぼす影響を観
察するために，組織細胞の発育が比絞的に旺盛であると考
えられる妊娠3箇月の人胎盤23、（人工流産によってえられ
たもの）を用い，一定下聞後におけるRinger液または，
Tyrode壷中における02消費を比較した。
　この研究の終局の目的は，血液中における癌・組織の02
消費の態度をみることにあるので，媒介液として用いる」血
液の新鮮度が，・組織の02消費にどのような影響をあたえ
るかをつぎに観察した。なお，これには血液銀行の血液も
使用した。
　つぎには，外科的手術によって切除された胃癌および慢
性』炎の胃粘膜組織と生理的胃粘膜組織についてRinger
液，Tyrode液および血液を媒介としたとぎの，それぞれ
の組織の02消費の相異を比較した。
　これらの胃癌，慢性胃炎の胃粘膜狙織は，病理組織学的
に，それぞれ，腺癌（全例／および，慢性胃炎でちることを
確め，生理的胃粘膜についても同様に，組織学的検索によ
り生理的であることを確めたものである。
　胎盤は掻出されたものを，胃は手術により切除されたも
のを，ただちにTyrode液で洗浄し，　Tyrode液をいれた
容器に．収容して冷．蔵庫においた。
4．酸素消費の比較の方法
　例示した写真1に示されているように，02濃度を示すお
のおのの電流値を連ねた線は，ひとつの曲線としてあらわ
れるので，それぞれの実験結果の比較にあたっては，曲線
係数を計算して，これを02消費能αとし，これによって
O、’消費の遅速を比較した。
　一般に，OL・消費の曲線は
　　　y　＝　Ae一　ctt　一FB
な：る実験式で書ぎあらわされるので，tは時聞であるから
toのときは
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望ノ。＝Ae一αt・十B　となる。
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第1図
　以下おなじように
　　　yt・＝Ae－at・＋B
　　　iJ・i　＝　4　e　m　Ct　t2＋B
　　　Yi　＝　4e－ati＋B
　故に　　　yo－yi’＝＝　A　（enatD　一e　一at，）
　　　？yj’yL，　＝　A　（e7　ctti－e－at2）
　　　yi＿1一駒＝ノ1（e－Cttt－1－e－ati）　となる
　ここでYo，　Yl，　y．，…yiのあいだを，それぞれ，　dtであ
らわすと
　　　e“ato　＝　e一　ctXo　＝　1
　　　eJ　ati　＝　e一　ct　At
　　　e－att＝θ一2a∠lt
　　　eL　ct　ti　＝　e－ict　At
　となる故
　　　Yo一？Ji　＝A（1－eTaAt）
　　　yj－y，＝項θ一αμ一θ　2α」！）
　　　　1’　＝Ae一　ct　rit　（1－e“ct　At）　N
　　　yi一・1一擁＝＝・Ae一（’i　u　s）aAt（1－e－a∠t）
故に纏㍉毒一θ一α∠’
　即ち，yo，　Yl，　YL）…yi…を実測すれば，　dtは一定である
から，対数表により，αを知ることができる。
写真2　胎盤組織のRinger液申に
　　おける酸素消費　（α＝O．14）
　　　　　　＝t9｝｝・1T　t8Ult聖5し
?
?
写真3　胎盤組織のRinger液中に
　　おける酸素消費　（α＝0．09）
第1表　　Ringer気中｝こおけるfi台盤
　　の酸素消費の時間的差異
実験　例
実験成績
?????
平　　均
　　経
1　st．
過　　時　　間
O．10
0．14
0．12
0ユO
O．10
0．ユ1
2　st．
O．06
0．10
0．08
0．06
0．08
0．08
3　st．
1．組織の新鮮度が02消費に及ぼす影響
　人工骨産によってえられた妊ua　3箇月の胎盤について，
媒介液としてRinger液を用い，人工流産ののち1時聞を
経過したもの（写真2），3時問を経過したもの，6時間を
経過したもの（写真3＞につき比較した。
　この実験の結果を表示したものが第1表である。
　媒介液としてThyrode液を用いたときの結果は，第2表
に示されている。
　第1表と第2表のαの平均値を一括すれば，第3表のご
とくである。
第2表　Tyrode液中における胎盤
　　の酸素消費の時間的差異
O．07
0．09
0．07
0．06
0．06
0．07
実験例
　　経　過．．　壁　間一
lst・　1　2　st．　1　3　st．
????
平　　均
O．09
0．10
0．08
0　10
0．09
0．09
O．08
0．06
0．09
0．10
O．08
O．04
0．05
0．07
005
O．05
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第3表　Ringer液とTyrode液にお
　　　ける胎盤の酸素消費の比較
媒介液
Ringer
T．yrode
経　　過　　時　　間
1s七． 2　st・
O．11
0．09
O．08
0．08
3　st．
O．07
0．05
　即ち，組織が陳旧となるにつれて，その02消費能は減退
すること，ならびに．Tyrode液晶におげるときが，　Ringer
液を媒介としたとき’よりも，呼吸障碍の程度が，いくぶん
大ぎい傾向がみられることが知られる。
2．血液媒介法について
　媒介として血液を用いるときは，乾熱滅菌した注射器に，
あらかじめ拘橡酸ナトリウムを採血量の1／10だけとり，こ
れに肘静脈より採血するのであるが，電解槽内に新鮮1血液
をいれたのみで測定したときには，写真4のごとき結果を
えた。
．．
@tl’@．?
　このようにして測定した結果は，写真4と同じものがえ
られたのであって，白金電極が，血球部，」白酢郡のいかな
る都分に位置していても，0」濃度を示す電疏値には変化は
ない。したがって，実験巾にたとえ」血液が固形成分とゴ河清
とに分離しても，血清中に白金電極を位置させたままで測
定しても，測定値には変化のないことを知った。
3．血液の新鮮度が組織の02消費能におよぼす影響
　採血直後の血液，ならびに採血後信単位時閥を経過した
血液を媒介とし，人工流産後，1時聞以内の3箇月人胎盤
を毎回用いて，その02消費を比較した。
? ll　／掘ll｛1｛灘1艦l！il｛醜｛iil　l鶴撫i｛｛：
罫「
｝　ノ・
1　’ss
；　　㍉鍵，
　　　　　諺?
?
　　　　　｛㌻、総評無
識｝／／！ll翻：：極
㍉瀞？灘繍一回
写真5　新鮮血液中における胎盤
　　　a）酸素享県費　　（α　＝0．33）
，：←．隠釦・灘麗・・糖
写真4　赤血球の酸素消費
　即ち，20分後においても，02濃度を示す最終電流値は，
測定開始のときのそれに比して，きわめて僅かの減少より
示さなかった。換言すれば，血液中に含まれる細胞，おも
に赤血球は，20分のあいだでは，ごく僅少の02消費より
示さぬことが知られた。
　しかし，実験中に血液は，血清と固形成分に分離して，
固形成分は電解槽の下方に沈降してしまうので，別に白金
電極の微動装置を有する電解槽を作製してつぎQごとき実
1験をおこなった。
　即ち，はじめは白金電極を移動することなく，血液がま
だ分離しないとき’のままの電極の位置で，血液が分離した
あとの血清の部分でも観察をつづけ，しかるのちに微動装
置により，徐々に白金電極を降下させながら，分離沈降し
た』オ隊の部分にも刺入するようにして，」虹液をいれた電解
槽内の，いろいろの深さに白金電極を位置させる。
??
　　　　　い　　　、、1：ド、
㌃?「
写真6　陳旧血液中における胎盤
　　の酸素消費　（α＝0ユ7）　。
　なお，新鮮血液中および各単位時間を経過した臆面血液
中における新鮮胎盤の儀消費能αを表にすると第4表の
ごとくになる。
　即ち，Ringer液を媒介としたときには，（Tyrode液を媒
介液として用いたときでも同様であるカ㍉胎盤組織が時間
の経過によって示す02消費能の減少は，比較的緩徐であ
るにもかかわらず，媒介液力繍腋であるときには，採血後
2時問を経過した血液を媒介としたときすでに，採血直後
の血液中における02消費能の1／2の値に低下するという
きわめて興昧ある結果を知った。
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第4表　新鮮胎盤の血液中における酸素消費（血液の新鮮度による影野
実験例
????
平　均
経 過
? ?
採雌器　3・t oo1
　O．32
　0ma
　O．30
　0．32
　0．28
　0．33
（O．328）
O．30
0．28
0．31
　O．30
（O，296）
　O．25
　0．20
　0．26
　0．28
　0．25
　025
（O．248）
120t 180ノ
　O，20
　0．15
　0．17
　0．13
　0．18
　0．17
（O．166）
　O．15
　0．10
　0．ta
　O．17
　0．14
　0．14
（0ユ36＞
240x 360’
O．14
0．13
0．13
　O．13
（O．133）
O．13
0．12
0．14
0ユ2
　0．エ3
（O．125）
　なお，陳旧血液を媒介液として用いたときには，血液が
陳旧となるにつれて，そのなかにおける組織の（先消費能
が激減するという現象の解明の一助に，血液銀行の，いわ
ゆる保存血液を媒介としたときの組織の02消費能を測定
したところ，経過したEl数による差異は，さほど著明｝こは
認められなかった。
　だいたいにおいて，採1血後2時間ないし3時闇を経過し
た血液を媒介としたときと，ほぼ同じような値がみられ
た。
4．正常胃粘膜のRinger液，またはTyrode液中におけ
　　る02消費
　写真7は，Ringer液中における正常胃粘膜の02消費の
状態を示す1例であるが，第5表はRinger液とTyrode
液中における正常胃粘膜のα値を表にしたものである。
5．慢性胃炎胃粘膜組織のRinger液またはTyrode液
　　中における02消費
　写真は省略し，第6表に，α値を表にしたものを示す。
第6表慢性胃粘膜のRinger液とTyonde
　　　　液中における酸素消費
実　験　例
??????
平　閉
口
Ringer
介　　液
　　　Tyrode
　O．15
　0．13
　0ユ2
　0．09
　0．14
　0．13
rO．126）
　O．13
　0．10
　0．14
　0．11
　0．12
　0．12
（O．120）
写真7　正常胃粘膜のRinger胴中に
　　オδける酸粟評肖費（α＝0。16）
第5表 正常胃粘膜のRinger液とTyrode
　液中における酸素消費
実　験　例
???
平　均
媒　　介
?
Ringer
　O．15
　0．12
　0．14
　0．16
　0ユ4
　0．14
（O．142）
T．yi’ode
　O．13
　0．14
　0．15
　0．13
　0．14
　0．14
（O．138）
6．胃癌組織のRinger液またはTyrode液中における
　　02消費
　写真8は，Ringer液中における胃癌組織の0」消費の状
態を示す工例であるが，第7表は，Ringer液とTyrode
歩巾における胃癌組織のα値を表にしたものである。
瀦騨至剛薦蕪；；lll
一　．“tt狽狽）t．tWttt－t　t”t／一tnt：　t　t　ttt　t　Slmet！11ttt
　　写真8　胃癌組織のR三nger液中に
　　　　おける酸素消費　（α＝　O．10）
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実　験　無
????
平　均
　媒　　介
Ringer
?
Tyrode
状態を示す1例であるが，このα値を表にしたものが第9
表である。
　　　　　第9表　　正常胃粘膜の新鮮血液
　　　　　　　　中における酸素消費
　O．12
　0．10
　0．14
　0．09
　0．11
　0．11
（O．112）
　O．10
　0．11
　0．09
　0．09
　0，　．12
　0．10
（O．102）
実　　験　　例
　なお，第5，6，7表を，ひとつの表にまとめると第8表
のごとくなる（平均値のみ）。
平
??????
均
a
　O．30
　0．36
　0．32
　0．30
　0．33
　0．32
（O．320）
第8表　胃織織3種のRinger液および
　　Tyrode液中における酸素消費
8。慢性胃炎胃粘膜組織の新鮮血液中における02消費
写真は省略し，第10表に，そのα値を示す。
?
織
正常胃粘膜
慢性胃炎胃粘膜
?
癌
媒　　介　　液
Ringer　1
（。1老
（。1蒲
（。錫
Tyrode
第10表　　慢性胃炎胃粘膜の新鮮血液
　　　　中における酸素消費
　O．14
（O．138）
　O．12
（O．120）
　O．10
（O．102）
　即ち，第8表によって示されるごとく，Ringer液また
｝／　Ty．rode液を媒介として用いたとき’には，正常胃粘膜組
織慢性胃炎胃粘膜組織，ならびに胃癌組織の02消費は，
そのあいだに大差なく，胃癌組織の02消費は，正常胃粘膜
のそれと，ほぼ同値：か，もしくは，き『わめて僅微の低値を
示すということが知られる。
7．正常胃粘膜の新鮮血液中における02消費
　写真9は，新鮮舶L液中における正常胃粘膜の02消費の
ド．ご「
?
験
ー?????
実
平 均
　O．28
　0．34
　0．30
　0．32
　0．29
　0．30
（O．306）
9．胃癌組織の新鮮血液中における02解髪
　写頁10は，新鮮血液中におけ’る胃癌糸騰1の02消費の状
態を示す1例であるが，このα1値を表にしたものが第11
表である。
　なお，第5～11表に示されている平均値のみを，ひとつ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ
一il’iii・i’iiiiillitlilliiilliiVi，liiil，！’＄，lgigikig’ilitiiiliiiikij
／在　1．
ll璽　㍉、
?
?
｝???
?〜???、羅??》」? ?
?
。???
　　　篭，
1｛雛；ll雛｛馳
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写真9　正當胃粘膜の新鮮血液F回こ
　　おける酸素消費　（α＝0．30〕
，kl
＼騙＿＿＿＿＿．
写真10　冑癌組織の新鮮血液中に
　　おける酸素消費（α＝0．43）
?
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第11表　胃癌の新鮮血液中における酸素消費
?
実　　験　　例 a
平
“
?????
均
　O．50
　0．43
　0．47
　0．48
　0．50
　0．42
　0．52
　0．43
　0．50
　0．48
（O．475）
　　　　．茜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＾
写真12　胃癌組織の新鮮血液中に
　　おける酸素消費（α＝0．43）
第12表　胃組織3種のRinger液，　Tyrode液
　　ならびに新鮮血液申における酸素消費
組　　織
媒 介 液
Ringer
正服日劇
慢性胃炎胃粘膜．
?
癌
　O．14
（O．142）
　O．13
（O．126＞
　O．11
（O．112）
Tyrode
　O．14
（O．138）
　O．12
（O．120）
　O．10
（O．102）
新鮮血液
　O．32
（O．320）
　O．30
（O．304）
　O．48
（O．475）
の表にまとめると第12表のごとくになる。
　即ち，第12表を要約すれば，Ringer液，またはTyrode
液中においては，胃癌組織は正常胃粘膜に比して，O、’の消
費は，わずかにすくないか，または同程度であり，慢性胃
炎の胃粘膜組織は，どちらかといえば，正當胃粘膜の02消
費と近似的な値を示す。
　しかるに，三三なろ全血液を媒介としたとき’には，はな，
鮮繍癖撫隔1蟹翻1繍醸麹
　　　　　　　り　緯目　灘1．
はだ顕著な実験成績がえられ，正常胃粘膜も慢性胃炎胃粘
膜も，ともにRinger液，またはTyrode液中におけるよ
りは，いちぢるしい02消費能の増加を示すことが知られ
たが，胃癌組織においては，その02消費能の増加の程度
が，前：二者に比して，とくに．大きくあらわれ，正常胃粘膜
ならびに慢性胃炎粘膜に比較すれば，それよりも高度に02
が消費される事実，即ち胃癌組織の02消費能はRinger
液，もしくはTyrode液中と血液中では，まったく異なっ
た態度を示すということが知られた。このことは，その2
枚の写真をあらためて二二することにより，劇的なまでに
眼に映ずるのである。
総括ならびに考按
　　　勤・
　　鰹榊鯉・、
　　　高察
　　。萎羅
　　　　　　く　夢
i　喘澱㌻　避
　　　写真11
?
礁實
li壌
窟．’
k
胃癌組織のRinger液［一1・iに
おける酸素消費（α＝0．10）
?
ド
　以上の実験成績から総靖してみるに，まず組織自身の新
鮮度が，02消費におよぼす影響については，組織が陳旧と
なるにつれて，組織の呼吸障碍が認められるが，その呼吸
減少は比鮫的緩徐にあらわれる。即ち，Ringer液または
Tyrode液のなかにおいては，6時聞を経過した組織は，
はじめの値よりも，約36％の02消費能の減少を示す。
　このことは，組織を無酸素気中にしばらく放置したばあ
い，．また，重曹や糖の含有されている栄養液，あるいはさ
らに，生理食塩水のなかに放置したばあい，吸呼の障碍が
認められるという伝の成績と一致している’：4）。
　またRinger液とTyrode液とでは，　Tyrode液中にお
けるほうがRinger液中よりも，呼吸障碍の度が大きい傾
向が認められたが，これはTyrode液中に含まれるMglt
が，呼吸鎖弔の減少に促進的に旧くためと思われる。
　しかし，いつれにしても，組織の両懸申における02消費
能の総懸戦船少には大差は認められない。
　つぎに，全」肯Lを媒介浮遊液として用いるとき，赤血球自
身による02消費が間題となる。しかし，わだくしの実験に
おいては，赤⊥血球自身の02消費は，すくなくとも20～30
分の範1颯においては，きわめて軽微であった。
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　Warburgは，家兎の全llnは認むべき02消費をするが，
これは家兎血のなかに含まれる塩基好性白血球によるもの
であり，正常人血には，02消費能はほとんどないとしてお
り，また大橋氏95）はWarburg旧法により，人血赤血球の
O。’消費を測定して，1ccの人血は　毎時1ρ～3．3　mm3の
酸素を消費するとしているが，いま大橋氏の測定数値にし
たがえば，わたくしが実験に用いた電解槽の容積は，最大
2ccであり，1回の実験に要する時聞は，20～30分である
から，やはり1．0～3．3mm3以下の酸素の消費より示さぬ
ことになる。そしてこのような微小な02濃度の変化は，電
流値としてみるときは，ごく軽微な変化より示さぬから，
赤血球自身による酸素の消費は，わたくしの実験では問題
とならないとい宥るのである。
　つぎに，媒介浮遊液として用いる1血液の新鮮度が，新鮮
組織のOL）消費におよぼす影響をみるに，まず新鮮血液中
における新鮮組織の02消費はRinger液またはTyrode
液中におけるよりもいちぢるしいが，拍1液が陳旧となるに
つれて，組織の呼吸障碍度は大きくなる。即ち，採血後2
時聞を経過した二幅血液を用いたときには，はじめの値よ
り約48％の0窪消費能の減少を示す。
　血液申における瓢鮮組織の02消費がe用いる血液が陳
旧となるにつれて激減する現象の解明にあたっては，』立読
中には，呼吸に促進的に温くなんらかの要素が存在し，こ
のものが，時間の経過とともに比較的すみやかに消失する
と考えざるをえない。
　つぎに，胃粘膜組織のうち，胃癌組織慢性胃炎胃粘膜，
正常胃粘膜の02消費の比較について考えると，組織の代
謝を測定するばあい，秤量した組織に含有されるすべての
細胞が代謝に関与することが理想的であり，この意味にお
いては，Warburgのいう“限界切片厚”2G）が最一適といい
うる。しかしながら私は，表面積を問題とする観点から，
一定量秤量した組織を2箇に分割して用いたのである。ま
ずRing町液またはTyrode命中においては，癌組織は正
常胃粘膜に．比して，酸素の消費はすくないか，または同程
度であり，慢陸胃炎胃粘膜は，どちらかといえば，正常胃
粘膜の02消費と近似的な値を示す、，
　しかるに，全血中においては，正常胃粘膜も胃癌組織も，
ともにRinger液またはTyrode液中におけるよりは，そ
の酸素の消費が増加するけれども，胃癌組織の02消費の
増加の度合は，正常胃粘膜のそれよりも，はるかに大きい。
　このように，血液巾においては，癌組織が他の2者に比
して，とくにi藷明な02消費の増加を示すことを，癌細胞の
もつ特殊性によるものとするならば，Ringer液やTyrode
秘中においても，同様の傾向が認められるべぎである。
　しかるに＝sRinger液やTyrode液中においては，これ
ら3者のあいだに，ほとんど差が認められないことから，
その差異の原因は，虹且液と癌組織の両者に関連したものの
うちに求められるべき’と考えられる。
　さてさきに，血液中には，組織の02消費を促進するよう
ななんらかの要i素が存在すると推論したが，このものは，
癌組織と＃存するときに，とくに効果的のようである。こ
のものの性格についてすこしく考えれば，随瘍細胞と正常
細）J包の酵i素的な相異のひとつとして，前者にsuccinic－de－
hydrogenase，　cytochrom－c，　cytochrom－oxidaseがすく
なくないことが知られているが，Sal七er’〕7）等は，　succinate
を加えたばあいの腫瘍組織と正常組織のQo，・の変化を比較
し，正常組織ではSuccinateを加えることにより，　Qo2は
いちぢるしく増加するが，腫瘍組織では，それほどでない
ことを認めている。そしてこのことは，腫瘍組織にsucei－
nic　dehydrogenaseのすくないことを裏書きしているよう
に思われる。もし，腫瘍組織にsuccinateが多くてsuc・
cinic　dehydrogenaseがすくなく，逆に正常組織には，
succinateがすくなくてsuccinic　dehydrogenaseヵミ多い
という関係が成立し，さらに，血液中にsuccinic　dehydro－
genaseが多く含まれているとするならば，血液中におい
て，腫瘍組織の示す02消費の増加が，正常組織に比してと
くにいちぢるしいことも解釈できるようである。
　なおこのほかに，厘瘍組織にはcytochrom’Cおよび
cytochrom－oxidaseが正常組織に比しすくないことも，血
液中における癌組織の02消費の特異性に，なんらか．の関
連があるように思われる。
　以上，血液rF書における癌組織の呼吸代謝の特異性は，生
体内においても，当然，思考せられ，このことが，生体内
における厘瘍細胞の異常な発育の一因ではあるまいかとも
考えられるのである。
結 論
　1・私は，人胃癌組織のOL’代謝を，　Oxigraph（島島・望
月）を用いて検索し，健常人胃粘膜，および，慢性胃炎粘
膜との比較検討をおこなった。
　2．人胃癌組織の02消費は，電解質環境中においては，
他の比較2組織のそれと大差はなく，いずれよりも低い値
を示す。
　3．人酢蹄ゆ02消費は，血液環境申においては上昇
し，約3倍となる。
　4．人心癌組織の02消費は，」血液環境中において，いち
ぢるしく上昇して約4～5倍となり，他の2組織と比較し
て，とくに．高度である。
　5．　したがって，従来の方法のごときRinger液などの
電解質環境中における組織呼吸の実験には疑義がある。
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　稿を終るにあたり，この研究にあたって，とくに御教示
と御指導をいただいた蓑島教授および望月助教授に感謝の
意を表するとともに，応用電気研究所・浅野先生，切替先
生，横1⊥F君の御援助に対し，深感謝いたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和31．12．2受付）
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